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【手続補正書】
【提出日】令和3年2月19日(2021.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報を保存するための方法であって、前記方法は：
　ａ）少なくとも１つのデジタル配列の形態の情報の少なくとも１つのアイテムを受け取
る工程と；
　ｂ）少なくとも１つのバイオエンクリプションの形式の選択のための指示を受け取る工
程であって、ここで、前記バイオエンクリプションの形式が酵素ベース、電磁気ベース、
化学ベース、または親和性ベースのバイオエンクリプションである、工程と；
　ｃ）選択されたバイオエンクリプションの形式に基づいて、前記少なくとも１つのデジ
タル配列を複数のオリゴヌクレオチド配列に変換する工程と；
　ｄ）前記複数のオリゴヌクレオチド配列をコード化する複数のオリゴヌクレオチドを合
成する工程と；
　ｅ）前記複数のオリゴヌクレオチドを保存する工程と、
を含む方法。
【請求項２】
　酵素ベースのバイオエンクリプションは、ＣＲＩＳＰＲ／Ｃａｓベースのバイオエンク
リプションを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記酵素ベースのバイオエンクリプションは、表１に示されるような酵素に感受性があ
るオリゴヌクレオチドの合成のための指示を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　電磁気ベースのバイオエンクリプションは、約０．０１ｎｍ～約４００ｎｍの電磁気の
波長に感受性があるオリゴヌクレオチドの合成のための指示を含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項５】
　化学ベースのバイオエンクリプションは、気体のアンモニアまたはメチルアミンの投与
に感受性があるオリゴヌクレオチドの合成のための指示を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　親和性ベースのバイオエンクリプションは、配列タグまたは親和性タグに感受性がある
オリゴヌクレオチドの合成のための指示を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記親和性タグは、ビオチン、ジゴキシゲニン、Ｎｉ－ニトリロ三酢酸、脱硫ビオチン
、ヒスチジン、ポリヒスチジン、ｍｙｃ、赤血球凝集素（ＨＡ）、ＦＬＡＧ、蛍光タグ、
タンデムアフィニティー精製（ＴＡＰ）タグ、グルタチオンＳトランスフェラーゼ（ＧＳ
Ｔ）、ポリヌクレオチド、アプタマー、抗原、または抗体である、請求項６に記載の方法
。
【請求項８】
　２、３、４、または５つのバイオエンクリプションの形式が使用される、請求項１に記
載の方法。
【請求項９】
　前記複数のオリゴヌクレオチドが少なくとも１００，０００のオリゴヌクレオチドを含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記複数のオリゴヌクレオチドが少なくとも１００億のオリゴヌクレオチドを含む、請
求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　ｆ）酵素ベース、電磁気ベース、化学ベース、または親和性ベースのデクリプションを
前記複数のオリゴヌクレオチドに適用する工程と；
　ｇ）前記複数のオリゴヌクレオチドを濃縮する工程と；
　ｈ）核酸配列を生成するために、前記複数のオリゴヌクレオチドから、濃縮したオリゴ
ヌクレオチドを配列決定する工程と；
　ｉ）前記核酸配列を少なくとも１つのデジタル配列に変換する工程であって、ここで、
前記少なくとも１つのデジタル配列は情報の少なくとも１つのアイテムをコード化する、
工程と、
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記方法は、工程（ｆ）の前に、表面から複数のオリゴヌクレオチドを放出する工程を
さらに含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記情報の少なくとも１つのアイテムは、テキスト情報、聴覚的情報、および視覚的情
報を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記情報の少なくとも１つのアイテムは複数のファイルを含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項１５】
　前記複数のファイルは約１ギガバイトを含む、請求項１に記載の方法。


	header
	written-amendment

